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大学受験経験とキャリア選択自己効力感
およびキャリア選択結果期待の関係 1）, 2）

秋 山 史 子＊

Relationship between Experiences of University Entrance Examination,
Career Choice Self-Efficacy and Career Outcome Expectations

Fumiko AKIYAMA＊

The purpose of this study was to examine the relationship between university entrance exam experi-
ences and career choice self-efficacy (CCSE) and career outcome expectations (COE). Participants were
227 undergraduate students. First, the University entrance exam Experiences Scale (UEs) was devel-
oped. Factor analysis revealed 3 factors were obtained: “effort experience”, “anxiety during preparation
for entrance exam”, and “dissatisfaction with results”. A hierarchical multiple regression analysis indi-
cated that “goal selection”, “planning”, and “degree of independence in decision making” in CCSE were
significantly positively related to “effort experience”, and negatively related to “anxiety during prepara-
tion for entrance exam”. “Information gathering” was positively associated with “effort experience”, and
“dissatisfaction with results”. However, COE showed little association with the UEs. These results sug-
gested that university entrance exam experiences, especially effort experience in the process of univer-
sity acceptance, was important for career choice self-efficacy.

key words: experiences of university entrance examination, career choice self-efficacy,
career outcome expectations

問題と目的

大学生のキャリア選択に関する研究では，Ban-
dura（1977）が提唱した自己効力感（self-efficacy）の
概念を用いた研究が盛んに行われてきた。キャリア

選択自己効力感とは，ある特定の分野を自分の進路
として選択する過程において，必要な具体的行動を
どの程度うまく遂行できるかという信念である（廣
瀬，1998）。高いキャリア選択自己効力感が積極的な
就職活動への取り組みや職業決定に繋がることが明
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らかとなっている（富永，2008）。もし大学生のキャ
リア選択自己効力感を高めることができるなら，そ
れは極めて有用なことであり，学生のキャリアガイ
ダンス上でも意義のあることである。しかし，富永
（2008）が指摘するように，キャリア選択自己効力感
を高める要因を明らかにした研究は，ほとんど見ら
れない。
佐藤（2013）は就職活動を終えた大学 4年生を対象

に，就職活動中の遂行達成経験とキャリア選択自己
効力感との関係を検討している。その結果，遂行達成
経験が豊富な大学生ほどキャリア選択自己効力感が
高いという，有意な正の相関関係を明らかにした。こ
の研究はキャリア選択自己効力感を高める要因を検
討した数少ない研究の 1つである。しかし，この研究
では実際の就職活動を遂行達成経験と定義している
ことから，就職活動に先行して経験された遂行達成
経験とキャリア選択自己効力感の関係について明ら
かになっていない。この関係を明らかにするために
は，就職活動が終了する前あるいは就職活動を始め
る前の大学生を対象にこの点を検討する必要がある
だろう。
就職活動に先行して経験された遂行達成経験とし
て，大学受験の経験があると考えられる。堀井（2017）
は教員養成系国立大学の大学生を対象に，就職活動
開始以前の経験として大学受験のとらえ方に着目し
た。堀井（2017）は大学受験を取り上げた理由として，
ほとんどの大学生に共通して経験した困難を伴う経
験であること，大学生にとっての就職活動と同じく
高校時代のキャリア選択活動であること，そして，大
学生のさまざまな経験の中でも特に重要なものであ
ることを挙げている。分析の結果，大学受験のとらえ
方が大学入学後のキャリア選択自己効力感と関連し
ていることが明らかとなった。しかし，この研究では
大学受験のとらえ方とコーピングの得点をもとにク
ラスター分析を行って群分けをするアプローチを
行っているため，大学受験とキャリア選択自己効力
感の 2変数間の関係をダイレクトに検討したもので
はない。
本研究では，大学受験に向けた受験勉強期間にの
み焦点を当てる。本研究の第 1の目的は，大学受験経
験と大学生のキャリア選択自己効力感の関係を検討
することである。大学受験と大学生の就職活動は異
なる活動であるように考えられる。しかし，ライフイ

ベントという観点からみれば，それぞれの活動はそ
の時期の最重要課題という点で共通している。この
点が，大学受験経験がキャリア選択自己効力感と関
連するのではないかと考える理由である。
本研究では，自己効力感の情報源について検討し
た研究を参考に，大学受験経験を測定する尺度を新
たに作成する。安達（2006）は，仕事活動に対する自
己効力と Bandura（1977）で仮定されている 4つの
情報源，すなわち遂行達成経験，代理経験，言語的説
得および情動的喚起を測定する尺度を作成し，4つ
の情報源と自己効力の関係を検討した。その結果，遂
行達成経験に該当する個人的達成と情動的喚起にあ
たる特性不安およびオプティミズムが自己効力と関
連したことを示した。Usher＆ Pajares（2009）は中
学生の数学の自己効力感に関する 4つの情報源を測
定する尺度を開発し，自己効力感との関係を調べた
ところ，遂行達成経験，代理経験，言語的説得と自己
効力感に正の相関，情動的喚起と自己効力感には負
の相関がみられた。それぞれの研究は仕事活動や数
学の自己効力感の情報源を検討するものであったも
のの，遂行達成経験の測定項目をはじめ本研究の尺
度作成に有用な項目が多く含まれていたため，これ
ら 2つの先行研究を参考に尺度を作成することとす
る。
本研究では，キャリア選択自己効力感だけでなく，
キャリア選択結果期待にも着目する。Bandura
（1977）は，行動と結果の随伴性認知としての結果期
待だけで人の行動が決まるわけではなく，その行動
をどれくらい成功裏に達成できるかという効力期待
（自己効力感）も重要であることを指摘し，自己効力
理論を提唱した。そして，課題に取り組む際，結果期
待と効力期待の両者が高い場合に，人は高い動機づ
けを持って粘り強く課題に取り組むと予測された。
この予測は多くの実証的研究で明らかにされてい
る。Betz＆ Voyten（1997）は，キャリア選択自己効
力感および結果期待が職業探索意図と職業未決定に
及ぼす影響を検討している。その結果，自己効力感は
職業未決定に負の影響を示し，結果期待は職業探索
意図に対して正の影響を及ぼすことを明らかにして
いる。また，安達（2001）は，就業動機と自己効力感
を統制した後もキャリア選択結果期待が職業探索意
図に独自の説明力を有することを示した。これらの
研究は，結果期待が就職活動に必要な行動にポジ
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ティブな影響があることを示したものである。以上
から，本研究の第 2の目的は，大学受験経験とキャリ
ア選択結果期待の関係を検討することである。
大学受験を取り上げるにあたっては，大学入試の
形態を考慮する必要がある。大学入試の方式は一般
入試に加え，系列高校からの内部進学や指定校推薦
など多様な入試形態がある。特に私立大学の入学者
の中では一般入試に加え，指定校推薦（学校推薦型入
試）を経た入学者の割合が高くなっている（文部科学
省，2014）。さらに，系列高校からの内部進学による
入学者も私立大学の入学者の中では一定の割合を占
めていると考えられる。以上から，本研究ではこれら
3つの入試形態を用いて入学した大学生に焦点を当
てることとする。また，就職活動を経験したことによ
りキャリア選択自己効力感が影響される問題を避け
るため，1年生から 3年生を対象とする。
以上より，本研究は一般入試，系列高校からの内部

進学，そして指定校推薦を経て大学に入学した大学
1～3年生を対象に，大学受験経験とキャリア選択自
己効力感および結果期待の関連を検討することを目
的とする。

方 法

調査時期と手続き
2014年 10月～11月，関東圏内の私立の総合大学
である A大学と B大学で調査を行った。A大学で
は教養科目の心理学の授業と心理学科の専門科目の
授業，B大学では教養科目の心理学の授業において，
質問紙の一斉配布によって調査を行った。所要時間
は 15分程度であった。
倫理的配慮
本研究は日本応用心理学会倫理綱領，および投稿
倫理規程を満たす形で実施され執筆された。調査に
先立って，質問紙への回答は任意であること，調査内
容は個人を特定しない形式で統計的に処理されるこ
と，当該授業の内容や成績評価とは一切関係がない
こと，プライバシー遵守に関する事項の口頭説明に
加え，質問紙にも記載した。その上で回答への協力に
了承した者から回答を得た。
調査参加者
大学生 265名から回答を得た。欠損値の多い 3名，

4年生以上と回答した 14名，年齢「30歳以上」1
名，学年または年齢に無回答の 8名，一般入試，系列

高校からの進学，指定校推薦以外の入試形態と回答
した 12名の計 38名を除外した。その結果，分析対象
となった回答は 227名（A大学 138名，B大学 89
名）であった。性別は女性 116名，男性 111名，年齢
「20歳未満」98名，「20～24歳」129名であった。学
年は 1年生 88名，2年生 60名，3年生 79名，入試形
態は一般入試（センター試験等含む）が 153名，大学
の系列高校からの進学 26名，指定校推薦 48名で
あった。
使用尺度の構成
大学受験経験 はじめに大学受験経験を測定する
項目を作成した。項目作成の際には，自己効力感の情
報源を扱った先行研究（安達，2006；Usher＆ Pa-
jares, 2009）を参考にした。大学受験という経験を現
在どのように感じているのかについて，大学入試の
結果に満足しているか，一生懸命に努力した経験か，
そして受験勉強や受験では不安やストレスを経験し
ていたかなどを中心に項目を作成した（Table 1参
照）。表現内容や教示文に関して，心理学を専門とす
る教員 1名と大学院生 2名に内容的妥当性の確認を
行った。その結果，内容的妥当性があると判断された
22項目を採用した。回答は 5段階評定（5＝あてはま
る～1＝あてはまらない）であった。
キャリア選択自己効力感 花井（2008）のキャリア
選択自己効力感尺度（Career Choice Self-Efficacy
Scale：以下，CCSE）25項目を使用した。この尺度
は就職活動や職業選択過程に必要な行動をどの程度
行えると確信しているかを問うもので，「自己評価」
（項目例：自分の性格を理解すること。），「目標選択」
（項目例：将来，なりたい自分を明確にすること。），
「計画立案」（項目例：就職活動について具体的な計
画を立てること。），「情報収集」（項目例：自分の職業
選択に必要な情報を得るために，新聞・テレビなど
のマスメディアを利用すること。），「意思決定の主体
性度」（項目例：就きたい職業に就けるのであれば，
少々の苦労でも我慢すること。）の 5因子から成る。
回答は 4段階評定（4＝自信がある～1＝自信がない）
であった。
キャリア選択結果期待 Betz＆ Voyten（1997）を
邦訳した安達（2001）の進路選択に対する結果期待尺
度 4項目を使用した。この尺度は職業選択に必要な
行動を行えば，よりよい結果が得られると感じてい
る程度を問うものである。項目例として“自分の興味
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Table　1　大学受験経験尺度の因子分析結果

項目内容
因子負荷量

M SD
F1 F2 F3

F1：大学受験の努力経験（α＝ .88）
19 大学に入るために，私は一生懸命勉強していた。 .75 .03 .04 3.35 1.27
7 受験勉強では目標に向かって計画的に勉強した。 .74 － .03 .02 2.78 1.22
16 大学に合格したのは，最後まで諦めずに勉強を頑張ったからだ。 .74 － .01 － .16 2.98 1.24
13 受験勉強では自分に合った現実的な計画を立てて取り組んだ。 .70 .01 － .03 2.84 1.12
3 大学受験であれだけ一生懸命取り組んだのだから，これから直面する課題も乗
り越えられるだろう。

.69 － .07 － .06 2.74 1.09

8 自分の得意な分野，苦手な分野が何なのかを分析して受験勉強をした。 .67 － .01 .25 3.27 1.19
22 受験で第一志望に合格するためなら，どんな困難にも立ち向かった。 .66 － .01 － .01 2.58 1.06
17 受験に必要な科目だったので，苦手科目も一生懸命取り組んだ。 .53 .16 .06 3.19 1.25
F2：大学受験期不安（α＝ .84）
15 大学受験で失敗してしまうのではないかと，よく不安になっていた。 .00 .88 － .02 3.47 1.26
18 受験勉強に取り組むことを考えると，よく憂うつになっていた。 .00 .75 － .02 3.06 1.32
2 大学受験のことを考えると不安でたまらなかった。 .11 .74 － .11 3.50 1.37
9 受験勉強をしている間は落ち着かないことが多かった。 － .10 .68 .17 3.09 1.25
F3：大学受験結果の不満足度（α＝ .85）
1 今から振り返ると，大学受験の結果は満足したものだった。＊ .11 .05 － .88 3.13 1.36
4 思い返してみると，大学受験はうまくいかなかった。 － .08 .07 .85 2.95 1.34
21 一生懸命勉強していたにも関わらず，大学受験の結果は思わしくなかった。 .24 － .03 .74 2.59 1.19

因子間相関　F2 .40 ―
F3 － .14 .26

注）＊：逆転項目

や能力を理解すれば，よりよい職業選択が出来るだ
ろう”であった。回答は 5段階評定（5＝あてはまる～
1＝あてはまらない）であった。
フェイスシート 質問紙の最後に，性別，年齢（20
歳未満，20歳～24歳，25歳～29歳，30歳以上から
選択），学年，現在通っている大学の入学試験で利用
した入試形態を尋ねた。

結 果

大学受験経験尺度の因子分析
はじめに，大学受験経験尺度の探索的因子分析を
行った。天井効果，床効果が確認された 2項目を除い
た 20項目を対象に最尤法による分析を実施した。固
有値の減衰状況（5.60，3.43，1.72，1.35，1.00…）と
因子の解釈可能性から 3因子構造を採用しプロマッ
クス回転を行った。因子負荷量が.45以下を示した 4
項目と複数因子に因子負荷量.45以上を示した 1項
目を除外し，最終的に 15項目を採用した（Table 1）。
回転前の累積寄与率は 3因子で 46.45％であった。
第 1因子は“項目 19：大学に入るために，私は一

生懸命勉強していた。”や，“項目 7：受験勉強では目

標に向かって計画的に勉強した。”といった大学合格
という目標達成のために前向きに，そして粘り強い
努力をもって取り組んだ経験を表していることから
「大学受験の努力経験」（以下，努力経験）と命名した
（α=.88）。第 2因子は“項目 15：大学受験で失敗して
しまうのではないかと，よく不安になっていた。”，
“項目 18：受験勉強に取り組むことを考えると，よ
く憂うつになっていた。”など大学入試や受験勉強期
間に経験した不安やネガティブな情動経験に関する
4項目に負荷が高かったことから，「大学受験期不安
経験」（以下，受験期不安）とした（α=.84）。第 3因子
は“項目 1：今から振り返ると，大学受験の結果は満
足したものだった。”や“項目 4：思い返してみると，
大学受験はうまくいかなかった。”のように大学受験
の結果に関する主観的な評価を表していることから
「大学受験結果の不満足度」（以下，結果の不満足
度）とした（α=.85）。「結果の不満足度」には逆転項
目が含まれていたため，以降の分析では得点が高い
ほど結果の不満足度が高くなるよう処理をして用い
た。
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キャリア選択自己効力感尺度およびキャリア選択結
果期待尺度の信頼性分析
キャリア選択自己効力感尺度は，花井（2008）で構

成された 5因子構造に基づいて各因子の信頼性分析
を行ったところ α＝.73～.89と十分な値を示したた
め，花井（2008）の 5因子構造をそのまま用いること
とした。キャリア選択結果期待は全 4項目と項目数
が少ないことから，信頼性係数のみを求めた。その結
果 α＝.77と高い値を示した。以降の分析では，大学
受験経験，キャリア選択自己効力感の両尺度は下位
尺度の平均値を，キャリア選択結果期待は全 4項目
の平均値を分析に使用した。
尺度間の相関
大学受験経験，キャリア選択自己効力感および結
果期待，ダミー変数処理を行った各プロフィール項
目の平均値，標準偏差ならびに各尺度得点間の相関
係数を Table 2に示した。大学受験経験とキャリア
選択自己効力感との相関係数を見ると，「努力経
験」が「意思決定の主体性度」r=.36，「計画立案」と
r=.34，「情報収集」と r=.27，（いずれも p＜.001）の
中程度の有意な正の相関，「目標選択」r=.18（p＜.01）
とは弱い正の相関が示された。「結果の不満足度」と
「意志決定の主体性度」においては r=－.14（p＜.05）
と負の有意な相関が得られた。大学受験経験とキャ
リア選択結果期待の相関は「努力経験」のみ有意な正
の相関が示された（r=.18，p＜.01）。キャリア選択自
己効力感の各因子とキャリア選択結果期待の相関で
は，「意思決定の主体性度」（r=.30，p＜.001），「情報収
集」（r=.19， p＜.01），「計画立案」（r=.16，p＜.05）の
有意な正の相関が示された。
以上の結果から，大学受験経験のうち「努力経験」
がキャリア選択自己効力感と正の相関があること，
「努力経験」はさらにキャリア選択結果期待とも正の
相関があることがわかった。
階層的重回帰分析
大学受験経験とキャリア選択自己効力感および結
果期待の関係を検討するため，キャリア選択自己効
力感と結果期待を目的変数とした階層的重回帰分析
を行った。Step1にはダミー変数処理を行ったプロ
フィール項目（大学，性別，学年，大学入試の際に利
用した入試選抜方法）を説明変数として投入した。
Step2には大学受験経験の 3因子を説明変数として
投入した。分析の結果を Table 3に示した。

Step2で R2値の増分が有意であったのは，キャリ
ア選択自己効力感の「目標選択」（ΔR2=.07，p＜.001），
「計画立案」（ΔR2=.21，p＜.001），「情報収集」（ΔR2=.11，

p＜.001）と「意思決定の主体性度」（ΔR2=.21，p＜.001）
であった。「目標選択」，「計画立案」，「意思決定の主
体性度」は大学受験経験のうち「努力経験」がそれぞ
れ正の関連を示し，特に「計画立案」（B=.39，SE=.05，
β=.52，p＜.001），「意思決定の主体性度」（B=.38，SE

=.05，β=.52，p＜.001）が高い関連を示した。「目標選
択」，「計画立案」，「意思決定の主体性度」は「受験期
不安」と負の関連が得られたが，「結果の不満足度」と
は有意な関連が見られなかった。「情報収集」は「努
力経験」に加え，「結果の不満足度」と正の関連が見
られたが，「受験期不安」との有意な関連は見られな
かった。一方，キャリア選択自己効力感の「自己評価」
とキャリア選択結果期待は「努力経験」との正の関連
が示されたが，Step2での R2変化量が有意ではな
かった。
これらの結果から，キャリア選択自己効力感の下
位尺度のうち「目標選択」，「計画立案」，「意思決定の
主体性度」，「情報収集」が大学受験経験と関連し，特
に「努力経験」と強い正の関連があることがわかっ
た。

考 察

本研究では，就職活動前の大学生を対象に，大学受
験経験とキャリア選択自己効力感および結果期待の
関連について検討することを目的とした。
大学受験経験とキャリア選択自己効力感および
キャリア選択結果期待の関連を示した Table 3か
ら，「努力経験」がキャリア選択自己効力感と正の関
連があることが明らかになった。大学受験のために
計画的に勉強し，苦手な科目も諦めずに取り組んだ
経験が，これから経験することになる就職活動の行
動（目標選択，計画立案，情報収集および意思決定の
主体性度）をうまくやり遂げられるという確信へと
繋がることを示した。また，「受験期不安経験」がキャ
リア選択自己効力感の 3つの行動（目標選択，計画立
案および意思決定の主体性度）と負の関連がみられ，
大学受験で失敗することに不安などのネガティブな
情動を経験していたことが，就職活動に必要な行動
をうまく遂行できないという信念に繋がることを示
した。キャリア選択自己効力感を高める要因を明ら
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かにした研究がこれまでほとんど見られない中，本
研究は大学入学前の大学受験経験がその要因の 1つ
であることを示した。
また，「結果の不満足度」は「情報収集」と負の関
連を示したものの，他の 4つの行動に関する自己効
力感とは有意な関連はみられなかった。受験結果の
不満足度がキャリア選択自己効力感にあまり影響し
なかったことは，仮に不本意な入学であったとして
もそれが入学後のキャリア選択自己効力感にはそれ
ほど影響しないことを示唆している。この結果は大
学で就職活動の支援に関わる担当者にとって指導上
有用な知見と考えられる。以上のことから，本研究の
第 1の目的は，概ね確認できたと言える。
本研究の第 2の目的は，大学受験経験とキャリア
選択結果期待との関連を検討することであった。Ta-
ble 3から，大学受験経験の「努力経験」とキャリア
選択結果期待に正の関連を確認することができた。
Betz＆ Voyten（1997）や安達（2001）が，キャリア
選択結果期待が職業探索意図に影響することを見出
したのに対して，本研究はそのキャリア選択結果期
待に大学受験経験が関連していることを明らかにし
た。すなわち，大学受験経験がキャリア選択結果期待
を介して，職業探索意図に繋がる可能性が考えられ
る。
大学受験のための勉強は，高校生にとって外的に
課せられている課題である。学力を向上させ，良い成
績を取ることを求められ，勉強させられている状況
とも言えよう。しかし，その時の経験が大学入学後の
新たな進路選択場面における自己効力感形成に寄与
するという興味深い結果を本研究では明らかにし
た。大学受験という教育活動にはより広い教育的意
義があることが考えられる。このように考えると，大
学入学後に彼らが打ち込んだ多様な達成経験もま
た，キャリア選択自己効力感に影響する可能性があ
る。すでに畑野（2013）は，大学での学習動機づけと
職業探索への積極的関与に関係があることを明らか
にしている。今後は，大学入学後の多様な達成経験
（学業や課外活動などの大学生活，留学，ボランティ
ア，そしてアルバイトやインターンシップ）も含め
て，キャリア選択自己効力感および結果期待との関
係を検討することが必要である。本研究では大学受
験経験，キャリア選択自己効力感および結果期待の
2変数関係を中心に検討したため，これらの変数に

影響を及ぼしていると考えられる第 3の変数につい
ては十分検討できなかった。今後は，大学入学後の多
様な達成経験に加え，大学生の置かれている環境要
因や有しているスキル，学力など，影響を及ぼす可能
性のある要因を含めた検討を行う必要があるだろ
う。そして，本研究は一時点の調査であったことか
ら，両変数の因果関係に言及するには限界がある。今
後は両変数の因果関係をより明確にするため，縦断
的方法による検討が必要である。
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